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〔専任磯貝の変遷〕
〈旧）
（総那府報止口惑、飛者のⅢき取り調査に基づき作成）
（単位⑪人）
北九州市 福岡TIT 桐岡県 大阪iIi 大阪府 郁ili 京祁府 川的 横浜市 神奈川蚊 諏土泉都 埼玉県 札幌Ｔ１ｉ 北海道
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（旧）六（し） （Ⅱ） ←ハ（’一） 七一、○ ～グ 七（二八） 九二六） 一ハ（一一） （一一一）。、且已ノ 七夕芦、、＝〆 ヒゲー、五～グ ○四 九二三） 八（二 一○（○） 一九九九年度（カッコ内は、女性センター等への派通報員数）
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こ
れ
ま
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「
禰
祉
」
や
「
労
伽
」
と
い
っ
た
酬
堆ごとに把掘されていた女性を、「女眺」として総合的に捉え、
そ
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地
位
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
発
足
し
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し
か
し
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で
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体
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螂
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れ
は
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時
の
行
政
川
譜
が
「
州
自治体女性行政の比校研究（大西・江橋）
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がいる奈念をとｌＷｌＷ－.とつ敗
盛、ｏｌｌｌとつがにすノしいたし
り女そ県しけでよる九う状土
込１１１１こ、てるきつこ○発洲Ｉの
繩でスザ“てたＩＩｉＨｉ鮒
て休施几込うう女け、緋脱ない的策八求司しｌｌＩｉで特果しく
るなと年れｴﾉこがはにでて､
｡スしのるン１１１１さな化あ、む
塊:譜；Wii〈､姿’１＃ｋ
ア、都に１解ま学搬ＤＩＩ別そツ従、な〆決な習以災のれ
プ未一つンに状し降の災ま
やの九た卜｜：１汎た、成態で起婦九．￣らを結教梨をの
楽人ノＬ例の収ｉＩｌｉ染ｆｉと｜÷１１１自家敬年え重りＭｉを藤言党差の青のば要細「１１突発うで別支のＭｉ、性む、賎のこきに援枠浜一がこ肯すＩ=Ｉとる対とに市九認と定る、(］がよし
１月：獅螺Ｍｌ鰹Mf臘万繩＃ilI蝋溌蕪iiliれiIi2？溌蕊'１
Hosei University Repository
醗職`|i総Ilj雛！i蝋Ｉ蕊騨繩Ｉ|川：'Ｍ〕漂鰍川ぞ|鰍￥ｔ糊'８峡ＩＭＢ鰍M2lIiやliiWI殉
成を隙雄がといその帳に
とま図し別確平わこ文しは戦
はたるて以認和ゆで侍てりｊ後第
、、こい外さをる、をき噸に－
雌_;1蝋'1鮭繩：i騨繊lli
i蝋鵬『統繊：炎でｗ｣鮒さじ＃朏遊洲
現は平の、でのの多論拡等ii:慰洲iii鮴Ｍ#;'《臓議Ｍ鮒灘iiilil1
のの災でよこ蝉はえ女とた
た達現係ると砿、る性二1｛ぬ
一川八
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な
く
、
「
女
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」
と
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う
名
称
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い
か
、
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そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
側
治
体
女
性
行
政
に
お
け
る
女
性
問
迦
や
Ⅶ
女
平
等
の
認
識
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
み
た
い
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ま
た
、
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あ
る
日
流
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で
は
、
男
女
平
等
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と
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男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
性
別
を
超
え
て
個
人
と
し
て
尊
重
さ
（冊〉
れろ社へ云と定義された。
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さ
ら
に
、
女
眺
問
題
は
同
時
に
Ⅶ
性
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で
あ
る
と
も
広
く
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わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
他
伽
で
、
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女
平
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と
は
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婦
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が
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男
（、）
性化』することではない」ことも確認された。
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|￣ |■ 〔稀歌会等委輿への女性の識川促進に側する要綱等の目撒悩の雌移〕
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自治体女性行政の比較研究（大西・江橋） ① 
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①附属機関等の青理に関する要綱二九八七年）②瀞議会寺への女挑の盗川促巡要綱二九九五年）③附川機側報の行剛に側する艇綱、稀飛会等への女性の笠川促進婆綱を改正Ｃ九九七年） ①糯議会等委瓜の女性魔川促進要綱二九八九年） ①川人の政娠決定参加促進要綱二九七八年）②女仙の政簸・方針決定参加促巡嬰綱二九八七年）③｜女性の政箙・方針決定列女共同参画促進要綱二九九八年） 婆＃ の名称
①二○％②二○％③三○％ ①二○○三年までに三○％、雌終目標は男女同数とする ①一九八○年までに一○％を上回る》」し」②一几八八年血から一九九七年度までに二○％③一九九八昨喚から二○○七年度までに三○％ ！ 
東京都
①一癖議会等における女性委貝の任川促進について（決定、一九九六年）
①一九九六年度二○・七％一九九七年度二二・二％一九九八年血二
川
IMj 
ilj 
擶浜 神奈川県
の寧製墾窓等委口への女性の参加促進婆綱二九九○年）②嘩溌災窓聯姿ｕへの女眺の参加促進挫綱二九九孤年） ①瀞議会等委貝への女性の枩爪促進要綱二九八六年）②稀議会等委側への女性の鍾爪促進要綱二九九五年）｜③稀議会等委口への女性の参加促進要綱二九九九年） ①稀議会等への女性の参加の推進要綱二九八三年）②審議会等の委員への女性の登用推進嬰綱（一九九一年）
①一九九四年庇までに二○％の二几九六年喚までに二○％以上、女性のいない霧議会の解洲○一九九八年庇までにニバ％以上、二○○○年度までに三○％以上 ①二○’二五％②一九九八年までに三○％③二○○三年艇までに三五％以上 ①教育、福祉、健服等女性の活幼や生活体験が生かされることが特に鋼まれる分野三○％以上、それ以外一○％以上②三○％以上 六・八％一九九九年艇二九・四％二○○○年度三．－、６｜・エノ⑥／
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騨溌iiiはるこ〃１木刀のてのてｉ(）婆;蝋；
焼舩Mi；Ｍ３朏迦燕でも位と１１にる配議も釛力
女多向どの任こlIi員女には
（Ⅲき取り調査に雄づき作成）
一五四
桶
川
！『（
大
阪
市 大阪川 --Ｓ－ ｊｊ１ 郁ili ＿▲Ｇ ｊｊ（ 郁ｌｒｌ 
①稀議会等委興への女性の識川推進実施要領二九九二年）②瀞縦会鞭への女性の職川惟巡災施典二九九六年） 燕要綱はない ①術鍍金等への女眺委瓜の醗川惟巡について（企画部災汕知、一九八○年）②稀議会等への女性委員の登川推進について（推進本部決定、一九八八年）③稀鍍会報への女性委口の盗川惟巡嬰綱Ｃ九九七年） ①帝議会嫌への女性の笠川促進のための特別活仙狸綱二九几三年）②稀議会等への女仙の盗川促巡のための特別活勤要鋼（二○○○年） ①糯鑛会等への女性筏風の溌川搬進要績二九九六年）
①一九九五年度末までに三○％②二○○○年までに三○％ 荻本計画に目標値をあげている（二○○○年までに三○％） の目猟位を定めていない②同上③’二○○○年喚までにニバ％ ①二○○一年度末までに三○％②女性の割合が一○分の三を下回ってはならない ※要綱では目撚仙を規定していないが、プランに目標価をあげている（二○○○年までに三○％）
編岡市
※鍵綱はない
行動計画に目標値をあげている二九八○年に一八％二○○○雌にニパ
北九州巾
①稀議会等における女性委日の笠川促進について（助役池川、一九九一年）②講談会等への女性委員の参画促進について（助役通知、一九九八年）
①一九九四年度までに二派％②一九九九年度までに三Ｃ％ ％二一○○ 年に二二五 ％ 
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よ
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議
会
等
委
圃
へ
の
女
性
の
参
加
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に
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岡
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岡
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懇
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。
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④
六
四
頁
（
銅
）
神
奈
川
県
⑤
六
八
頁
（粥）大阪府②凡六百
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④
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③
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世
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イ
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ョ
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ｌ
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Ⅲ
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お
わ
り
に
法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
三
号
支供政【二１性勤繰らざ今は雁この巡拡かな澱,,il灘淑@＆雌！[１１lb噸Ⅶ#“
、得きぐ〈研に深しや女調治しよと研強必ら、
緋Ｗ細鯨11,|;ＭＩＩﾄﾞ靴Fそｔ襲螂州
は深訓ｌの係迦てわし付政きｌｌｌｉｉｇｉ、に、れあいと
、〈炎深者ｃもってのがな行献［’１ﾘＩこるろる人
二感、さをてＵ}てき久腿か政で治らうこう｡権○謝報に知、究いた｜/|：｜)'１つのき体かしと。’芒１の
○し〈Hf感りｌｉ１のるよ行さた全れ女にたらそ治視
○た了!｝銘、治機。う政れが体ＩＩｌｌｌｉし｜÷｜望の体点
年い作を女（ｲＫ会国仁にて、像蛾行、治ま」ｚとを
丁鮒|$jli鯛｢j〔{Ⅷ９Ⅷ棚￥てlflii現玉た政｜ﾉｌｉち会治て。県くあ側突Ｉｌｌｚい｜Iリセし
征る゛に七たに体も今や一るす続行る、ンた
でま公取ンいお女川後ＴＩｊ部。ると政。｜Iリタ女ｌＭｒ’,Ｍ１。！'蝿臘Ｗｌｌｉ醜糊＃し|\し終忙むの取政深会にれよのす災会の政、始の熱職IMIはめがおたＩ）研るの、連を一女暖’'’心１１や、たあいだ、究可姿｜:１鵬推Ｌ性か、ざ、諸’１１いれてけ午と能をｉｆ；の進ハ
＃＃;懸蝋鰯M鰈Ⅶ麗
先、提行公女の、れま。穴逃すでのると
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縦灘鱗ＩＦ鱗ｉ１ＩｌＩ
ｌ'’一に。、知に、に訓検て
’２８遥鮪'1ｔ鯛i1iiiiiilI&竈澱i雛；
$灘麟灘鱗鰄
ｉＩＩｉるそ諸そ逃
つハリｉの股れ｛］
てソ６１１１１のに治
おなも事関休
さ肋、情述へ
たき今にす北
(8州iiiijm
つ調、の地
た１９【二女域
・対○性、
そ象○行甘
ので○政那
うあ年に’４１
らる五つ、
ｊｉｌ:｜月いＩＨｌ
嬰摘のてＩｍｉ
な休刊、｛ｌｌｉＩ
６で行比、
旧１４腱ザル
っ女が先」こ
そ＃,鴇lil
は政年つ域
こに連た￣
こ’則れが及
でオ〕た、び
iIiiiilii1jiMFj雛&悪MliM1鰄＃の会県るお○員す条しけ市てｉｌｉれ都れり,Ｌ提づで。け年会る例、てで検でノニでたで
言〈はる度にオを検、は討Ｉよ゜はへは
をり、オlAlおソ制討’'７１，を、、、
淵８燗：郷!i/ｉｉ５１６６氣Ｓし委○ズ条検パるすに○め○○は○蝋１１１離職iii鮭騨il1鱗Ⅷ鮮削IuiiiilR）｛蒜箭３１蝋雛Ｉｉ；''１１
一同は、Ｉ）・平二医提をがが
二
計
画
札幌巾では、「列女此伺参画懇話会」に「計画提言部会」を
一七七
Hosei University Repository
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号
設
遇
し
、
二
○
○
一
年
度
中
に
提
言
を
提
出
す
る
予
定
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
市
で
は
、
二
○
○
二
年
度
末
ま
で
に
計
画
を
改
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
京
都
府
で
は
、
二
○
○
一
年
度
に
お
け
る
計
画
の
改
定
を
予
定
し
、
「
京
祁
府
女
性
政
策
推
進
専
門
家
会
議
」
に
お
い
て
検
討
し
て
お
り
、
二
○
○
○
年
二
月
中
に
提
言
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
府では、二○○○年度内に新計画を簸定する予定である。
京
都
巾
で
は
、
二
○
○
二
年
度
か
ら
の
第
三
次
行
助
計
画
簸
定
に
向
け
て
、
二
○
○
○
年
四
月
に
市
長
か
ら
「
京
祁
市
男
女
共
同
参
画
魁
話
会
」
に
諮
問
が
あ
り
、
懇
話
会
で
検
討
し
て
い
る
。
新
計
画
に
醗
り
込
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
、
市
民
公
聴
会
を
三
回
Ⅲ
雌
し
、
二
○
○
○
年
度
末
に
提
へ『一Ｍを予定している。
大
阪
府
で
は
、
「
大
阪
府
男
女
協
働
社
会
づ
く
り
瀞
議
会
」
が
二
○
○
○
年
二
月
に
、
次
期
行
助
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
審
議
会
の
検
討
し
て
き
た
内
容
を
「
中
川
報
告
」
と
し
て
公
表
し
た
。
そ
し
て
、
二
○
○
○
年
五
月
ま
で
、
中
間
報
告
に
対
す
る
府
民
か
ら
の
意
見
を
券
架
し
た
。
瀞
議
会
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
検
討
し
、
二
月
頃
に
妓
終
的
な
答
申
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
府
は
、
二
○
○
○
年
度
内
に
新
行
動
計
画
を
錐
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
桶
川
県
で
は
、
「
桶
川
県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
を
識
慨
し
、
新
計
画
簸
定
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
二
○
○
一
年
四
月
i蝋灘と鮴Ｒ３繩臘'キギ縦Ｗ《灘涯!#嚇懲腋ili’１．ヨョ機をｌＷをドもｉｕ｣１が同投ンこ１１１１%｜求と立投つノバＩＩｉｌｌ参iil・プど崎とめのちｉｉＩＨた水定ｉｕｊｉ
しズ６Ｔｌ丁して述上ｉ(1１機条さ｝|(：
、マオこてい桃げ（ｉｉｉ関例れ進
一七八
に提言をまとめる予定である。
禰岡市では、二○○○年度中に、「ふくおか男女共同参画プ
ラン第二川実施汁町」の簸定に向けて、検討中である。
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市民のニーズにより適合させることも含めて、新たな制度の投
股
に
む
け
た
検
討
を
行
い
、
二
○
○
○
年
三
月
に
「
「
統
合
的
市
民
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
制
度
』
の
調
査
・
研
究
～
市
民
主
脈
の
理
念
に
も
と
づ
い
た
川
崎市政のさらなる拡充をめざして～」という報告諜をまとめた。
さらに、同年七月には、「統合的市民オンプズマン検制委貝会」
を股慨し、男女平報、子ども、行政への苦川及び鑑別蛎例を受
け付ける「統合的市民オンプズマと制度を二○○一年度中に
談世することを目途に検討が進められている。
Ｔ
）
埼
玉
県
、
血
凧
那
で
の
男
女
平
等
に
側
す
る
条
例
を
制
定
す
る
助
き
と
連
動
し
て
、
首
都
圏
の
女
性
行
政
審
議
会
等
委
員
、
行
政
担
当
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
染
ま
っ
た
ゆ
る
や
か
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
一
九
九
七
年
一二月に発足し、一九九九年四月までに八回の研究会及びパ
ネルディスカッションを開催している。活動の実繍は、山下
泰子「男女平等朏水法・推進条例」何際女性一二号一九九八
年
八
二
’
八
三
頁
に
詳
し
い
。
（２）九州全域、山凹以、沖縄雌も含む。
（３）京祁巾では、男女共同参画社会に向けた条件縦伽をｎ点
施
簸
と
位
悩
づ
け
、
そ
の
一
畷
と
し
て
「
ガ
ン
パ
レ
女
性
に
や
さ
し
い
企
難
」
卵
錐
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
肌
点
か
ら
、
一
九
九
八
年
皮
に
「束郁・女性にやさしい広告」を表彰する邪難を実施した。
（４）一九九八年度までに八件の耶案が処理されている。参照、
班呪祁労働綴済局『肋く女性と労肋法，九九』六○面。
目論体女性行政の比絞研究（大西・征橘）
（
５
）
川
剛
法
人
枇
浜
巾
女
性
協
会
「
枇
浜
巾
女
性
川
淡
ニ
ー
ズ
洲
在
棚
告諜第一章～フュミーーストリサーチの視点から～』一九九六
●●● 
ｌ
 
（
６
）
川
崎
巾
①
七
○
頁
（
７
）
川
崎
巾
②
六
一
頁
（
８
）
川
崎
市
男
女
平
等
鵬
巡
協
縦
会
。
川
崎
巾
列
女
平
聯
オ
ン
ゾ
ド
ゥ
」
の
投
側
に
向
け
て
の
提
言
』
一
九
九
六
年
（９）こうした検討を行っている「川崎巾統合的市民オンプズ
マン制匝研究会」では、二○○○年三川に、巾艮に対する提
言をまとめ、引き続き同検討委員会が制度設計を準備してい
る。
（川）東京郷⑨一四頁、同⑦’三頁
（
Ⅲ
）
福
岡
県
②
五
七
’
五
八
頁
（
吃
）
大
阪
府
①
三
二
頁
（旧）東京郁⑧三一頁
、
）
男
女
共
同
参
画
社
会
荻
水
洗
の
立
法
過
侭
は
、
大
沢
真
理
「
男
女
共同参画社会雄水法のめざすもの－ＭＭ法人術浜市女性協会
『女性施設ジャーナルくＣ一・五』七六’一二一頁に詳しい。
添
木
研
究
に
は
、
川
剛
法
人
東
京
女
性
川
剛
の
一
九
九
九
年
皮
の
自
主
研究助成を得た。
一つ
薑ＬＫ
几
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年
表
一
自
治
体
別
行
動
計
画
変
遷
一
覧
、
一八○
０
１
３
、
一九八五 一九八四 『し１．．．ｌｊノ一二 一九八二 一九八一 一九八○ 一九七九 一九七八 １１： 
北海道・蝿人行動計画後期推進方莱札擢巾・女性のための計画（第一次女性計画） 北海池・則人行助汁間 北海適地城
枇浜巾・よこはま女仙訓剛川的巾・男女共同社会をめざす計画（第一期行動計画を含む） 埼玉県・婦人の地位向上に側する埼玉県計画（修正版） 東京刑・鯛人川迦解決のための祈血京行助汁画「Ⅶ次の平輔と共同参加へのとうきょうプラン」 神奈川肌・かながわ女性プラン 埼玉県・婦人の地位向上に側する崎玉叺計画 東京柵・鮒人Ⅲｕ解決の止泌の東京郷行動計画 蘭祁剛
大阪巾・潟人施簸に側する岻木計画 京都市・捌人問題解決のための京赫巾行動計画 京郁川・醐人の地仙の向上と柵祉の埆巡を図ろ行釛訓同大阪卿・女眺の脚立と参加を進める大阪府行動計画 Ⅲ断１１ 
桐岡雌・捌人川題解決の允的の福岡県行助計画（改訂鮫） 福岡県・婦人問題解決のた鋤の柵川雌行鋤誹間 九州北部地域
一九八六
埼玉県．男女平等社会確立の犬一鍼鋼馴岬蒋魏岬池”銅鼬。韮山一緬州枠（炉蝦拙卵魎蝦坤、雌鐡輌めの埼玉県計画
Hosei University Repository
自
治
体
女
性
行
政
の
比
絞
研
究
（
大
西
・
江
橋
）
一
八
一
一九九四 一九九三 今ＬＬ一・一ｊｊｌｌ 一九九一 一九九○ 一九八九 一九八八 九八七
札幌巾・男女の共同参画型社会を側脂寸さっぼろ汁薗（第二次女性汁画） 北海地・女桃の倒立プラン
東京祁・女性問題解決のための東京都行効汁画つ二世紀へ列女平等推進とうきょうプラン」神奈川県・折かながわ女性プラン（改定実施計画）川崎市・男女共同社会をめざす計画第三期実施計画 埼玉皿・男女平等祉会硫立のための崎玉映計画（修正版） 枇画 浜巾・姉二次よこはま女性計 川崎市・叫女共同社会をめざす汁画第二期実施叶画 神奈川肌・所かながわ女仙プラン
大阪市・第二次大阪市女性施策に側する脇本計画 京稲巾・第二次京郁巾女性計画 大阪府・男女惚鋤社会の実現をⅢ脂寸大阪府蛎三川行効計画ｌ女と男のジャンプ・プラン 大阪市・婦人施莱に側する基本汁剛（児廠しと拡充） 京都府・Ｋｙｏのあけぼのプラン
北九州巾・女性プラン 柵岡巾・ふくおか女性プラン
一九几肛
埼玉臥・二○○一杉の国男女共同参画プログラム仙浜市・第三次よこはま女性汁醐「ゆめはま男女共同参画プラ
｜紐をめざす大阪肝女性プラン
のしあわせプラン桐岡巾・第二次ふくおか女性プラン（改訂版）「ふくおか男女共同参画プラン」北九州巾・女性プラン（改定坂）
Hosei University Repository
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号
一一
八
二
二○○○ 一几九九 一几九八 九九七 一九九六
北海道・男女共同参画プラン
東京祁・列女が平報に参画するまち東京プラン枇浜市・ゆめはま側女共同参画プラン 川崎市・かわささ男女平等推進プラン（第二期実施計画） 神奈川県・かながわ女性プラン二一男女共同参画社会をめざして
大阪巾・列女共同参画プラン 京郁市・第二次京都市女性行肋計画（改定版）大阪府・男女協伽社会の実現を目指す大阪府第三期行動計画（改定）ｌ所「女と列のジャンプ・プラン」 京郁府・Ｋｙｏのあけぼのプラン（改訂版）
北九州市・男女共同参画プラン 瓶岡吸・桐岡雌男女共同参画プラン（輔三次行肋計画）
ソ」川崎市・かわさき男女平等推進プラン（鋪一期実施計画）
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年
表
一
一
自
治
体
別
専
符
組
織
変
遷
一
覧
自
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
橋
）
in 
一
八
三
ﾉＬ 
セ
ノＬ
ﾌﾞＬ 
七
八 一九七七 ﾉＬ 七一」‐’、 ﾉＬ ﾋ ﾉi： 九七IUI 一九六九 一九（八 年
札幌市市民局青少年婦人部青少年船人主幹 札幌巾〃生川州人主従 北海道総務部青少年婦人事務局 北海道地域
埼玉県県民祁蝸人間麺企画室叩京梛醐人捌報センター川崎市教育委員会社会教育課婦人問題行政窓口 ｆ５口ご■も，、タ●■Ｐ５Ｌ、で艸一斯猟於町・ノ９〃■■●■ＪＪＬＢ■且リク■Ｐ０Ｉｆ コーナー 埼弧県企画財政部娚人問題企画●タ■■■鍛金 埼玉叺生活禰祉部婦人児菰澱婦人川Ⅷ総合窓、東京都都民生活局婦人少年部婦人計画邦神奈川乢乢民部乢民縫研室醐人１ １ １ 】〔j;（ ｉｉｉ 民生lnl 娚人部 首都圏
京梛巾総務局婦人対莱諏 京祁巾絶勝局効労者・鰯人対簸室 京祁府民生労働部蝿人児激烈大阪巾紋布斐、会叩斫刷社会教部婦人教育課に窓口 大阪府労仙部労伽桶祉熱醐人間Ｍ担当窓口 関西圏
福岡県民生綴柵人対策室 掴岡叫民生部州人児菰郷蝿人川題担当禰剛市市民局所少年州人対蛎課蜘人対簸係 九州北部地域
一九八○
札幌市市民局汁少年蜘人部蜘人一輌糀細挫祁鍬脚馳鋼獅郷少年部一鍬鰍州州鋤鍬叶妙排脚塾鍬人政腿↑一・丁⑪ザ
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号
一
八
四
一九九一 一九九○ 一九八九 一九八八 ’九八七 一九八六 一九八Ｋ 一九八四 一九八三 一九八二 一九八一
北海道女性プラザ 北海道生活冊祉部叶少年州人室 札視市市民局青少年婦人部婦人鰍婦人係 北海道生活環境部遊民連幼推進木部汁少年醐人月 札幌巾醐人文化センター
附玉県鼎民部女性政莱課神奈川県喋民部女性政策瓢神奈川県立かながわ女性センター 拙浜巾女性計画推進室川崎巾市民同女性行政推進室 仙浜巾・枇浜女性フォーラム 埼玉雌県民部婦人行政綴 櫛浜市市民励蝿人行政推進竃川崎巾市民周州人塞 神奈川県県民部婦人企画室神奈川叺立州人総合センター 愉浜市企画調整局蝿人間鋤調廊等担当
京都府卿氏労仙部女性玖簸課 京祁府福祉部青少年女性政策課 大阪市市民局生活文化部醐人対簸諜 大阪府生柵文化部婦人玖砺郷 大阪府企画部婦人政箙課 京郁府総防同市民部拙人櫛少年課 大阪府企画部府民文化室鯏人玖簸室 京都市総務局婦人計画課
緬岡県企画振興部県民生活局女性政雄課桶岡市市民局女性部 北九州巾市民局女性行政鵬進部 福岡市市民局女性企画魂 １ 百ｍⅡⅡ ◆｜■Ｕ ▲■■■■▽ ■■■５ 女性センター・アミカス 桶岡県企画振興部県民生活局知人対策課 獅岡市市民局蝿人対簸邦 北九州市民生局婦人対箙宝
一ＬＬ・●一Ｊノー
札幌巾市民同洲少年女性部女性企画深惟進係札幌市女性センター
０１．，０トー》劇司郎張峠い『○Ｊ／、田川ＣＩＩＣｎ⑬東京祁生折文化局女性汁少年部女性計画灘
鉱係京都巾総研局巾民部女桃両少年澱大阪府生活文化部女性政簸諜
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志
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第
九
十
八
巻
第
三
号
一八六
二○○○
札幌市市民局生活文化部男女共同参画推進室男女共同参画課
埼玉県総務部女性政策課
禰岡県生活労働部県民生活局女性政簸課
画室川埼市男女共同参画センター・すくらむ二一
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年
表
二
自
治
体
別
庁
内
横
断
組
織
変
通
一
覧
自桁休女伽行政の比較研究（大西・江鵬）
一
八
七
一九八一 一九八○ 一九七九 ﾉＬ 七八 一九七七 ﾉＬ 七一、→－′、 九七五 一九六五 (I： 
北海道青少年婦人総合対策本部（長・刑知耶、木部ｕ・部局霊長、幹加・課長） 北海j世jul 域
邑良轍玉県翻人関係行政推進会議・部及、メンバー・関係灘 崎玉乢刷人川凹庁内巡絡会鑛（長・部及、メンバー・関係瓢長）束哀祁婦人関係行政推進会離、幹収会、推進瓜（委貝・部災、紳耶・瓢災）神奈川県婦人関係行政辿絡推進会談（長・副知耶、委口・部長、仲耶会） 首那凹
京郁巾婦人行政企画脈巡会縦（長・助役、委員・局長、幹事会・課長） 大阪府鰐人間題企画推進本部（災・知耶、本部ｕ・部局腿、枠邪・狐長） 京梛市馴人川迦行政昨内辿納会 京祁府婦人側係行政辿絡会（メン．ハー・誠腱）大阪市婦人問題対策惟進協議会（災・市長、常任幹那・側係課長、幹馴・庶勝担当澱長） 関西圏
偏岡市鶏人対策協議会（優・市長、差働・局長、什躯・部長） 北九州市婦人問題推進協議会（災・助役、姿ｕ・川災、紳邪．長） 抓岡以蹄人側係行政鵬巡会狼（長・知班、委口・部長） 九州北部地域
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号
一八八
一九九○ 一九八九 一九八八 ）Ｌ 八七 一九八六 一九八江 一九八四 一九八三 一九八二
札幌市女性のための行政推進会議（委員・関係助役・局長、幹邪・側係部長、企画劉悠口・課長）
枇浜巾鰯人行政推進会雛（長・助役、メンバー・同区災、幹耶会・部長、検討会鏑・課長）川崎市醐人間脳行政巡絡雌巡会議（長・市長、メンバー・同慶、幹収会・課長） 神奈川県女性行政述絡推進会鍍（災・剛知邪、姿ｎ．椰艮、紳叩・課長）
京祁府女性政簸推進本部（長・副知珈、メンバー・部長、仲耶会・郡長）
北几川巾女性行政推進協縦会（災・助役、姿ｎ．脇災、肺耶・部湿長）
一九九一
埼玉雌女性側係行政惟巡会畿（災・部長、メンバー・関係課長）
京祁市蜘人行政企画推進会鱗幹耶会「女性企画部会」大阪府女性政莱企画推進木部
柵岡県女性行政推進会議（災・知耶、委側・部災）
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自
治
体
女
性
行
政
の
比
校
研
究
（
大
西
・
加
橘
）
午弥
一八九
・しＬｌ－ｊｊノ ﾉＬ ﾉＬ 七 一九九六 一九九五 一九几四 一九九三 ●しし。●ｌｊｊ二
北海道男女共同参画推進本部、幹耶（災・知耶、本部ロ・部長、俳蛎・課長）
崎玉貼Ⅶ女共同参画惟進会鋼（災・知耶、メンバー・副知耶、公禰企難行川背、枚汀災、僻察木部災、ほか側係部局災）、紳耶会（災・局長、メンバー・川係課長） 川崎市女性行政推進連絡会議（災・助役、メンバー・局長、仲甑・課長）
京郁市男女共同参画推進会議（長・副市長、メンバー・局艮、幹蛎・課長） 京祁市女性行政企画推進会雛「常倣幹耶会」大阪川女性施策企画推進日大阪巾女仙施簸批地協議会（腱・市長、常任鮮蛎・関係認災、幹取・嚥扮担当課長）
福岡市男女共同参画推進協議会（長・市長、メンバー・局良）
東京都男女平等推進会議（長・川叩、メンバー・励災、紳耶会’部長）搬浜巾女性Ⅱ画推進会狼（災・助役、メンバー・局区長、紳叩・部股）
（長・知珈、本部ロ・部局長、俳耶・搬艮）
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三
埼
玉
県
一
九
九
七
年
三
月
に
、
埼
玉
県
議
会
に
お
け
る
議
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
知
那
は
「
今
後
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
実
効
あ
る
施
莱
の
検
討
を
進
め
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巾
で
、
脱
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、
研
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て
参
り
た
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」
と
馨
弁
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
同
年
度
に
「
埼
玉
県
外
女
共
同
参
画
樅
進
条
例
（
仮
称
）
研
究
会
」
、
一
九
九
八
年
度
に
「
埼
玉
県
脇
女
共
同
参
画
推
進
条
例
（
仮
称
）
検
討
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
条
例
の
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
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そ
の
後
、
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
内
雰
に
関
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
向
識
者
、
女
眺
団
体
、
県
内
企
業
）
や
以
民
意
見
交
換
会
（
二
回
）
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は
論
点
を
公
表
し
、
県
民
か
ら
広
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意
見
を
募
蛸
し
、
埼
玉
県
女
性
問
題
協
議
会
か
ら
提
言
と
し
￣ 
九
○ 
二○○○ 一九九九
横浜巾男女共同参画推進会議に改称川崎市人権・男女共同参画推進述絡会議に改綱
京那府女性関係行政推進俳獅会（主管課長級）を推進員（次長組）に改綱
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ク
第
三
版
」
有
斐
閣
一
九
九
九
年
・
市
川
喜
男
『
女
は
元
気
！
北
九
州
市
の
燦
め
く
一
六
人
』
講
談
社
一
九
九
四
年
，
植
野
妙
実
子
「
憲
法
の
蕪
本
人
様
・
平
和
・
男
女
共
生
」
学
陽
書
房
二
○
○
○
年
・
江
橋
崇
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
と
男
女
平
等
推
進
条
例
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
二
九
号
一
九
九
九
年
・
大
西
祥
世
「
女
性
行
政
に
お
け
る
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
丘
二
九
号
一
九
九
九
年
，大西祥世「女性行政と憲法に関する一考察」法政法学二四号
一九九九年
，大脇雅子「国の女性行政」法学セミナー五二九号一九九九年
．
戒
能
民
江
「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
総
合
的
政
策
へ
の
足
が
か
り
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
四
二
号
二
○
○
○
年
・
神
奈
川
県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
編
『
か
な
が
わ
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
自
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
橋
）
形
成
又
は
女
性
に
関
す
る
施
策
の
推
進
状
況
」
’
九
九
九
年
繩
理
胸
『
男
女
共
同
参
画
柿
会
の
実
現
を
□
指
し
て
ｌ
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
あ
ら
ま
し
‐
－
Ｌ
’
九
九
九
年
ル
ー
号
・
’
○
周
年
記
念
誌
』
一
九
九
三
年
・
神
奈
川
県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
編
『
か
な
が
わ
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
ル
’
三
号
・
女
性
政
策
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
’
九
九
五
年
・
金
平
輝
子
編
「
男
女
協
働
社
会
の
創
造
』
ぎ
よ
う
せ
い
一
九
九
三
年
・木佐茂男他編「地方分権の本流へ』日本評論社一九九九年
・
共
同
研
究
「
男
女
協
働
社
会
の
形
成
」
チ
ー
ム
編
『
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
主
流
化
を
』
財
団
法
人
大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会
お
お
ざ
か
市
町
村
職
員
研
修
研
究
セ
ン
タ
ー
二
○
○
○
年・グ
ル
ー
プ
み
こ
し
『
自
治
体
の
女
性
政
策
と
女
性
問
題
講
座
」
学
陽
書
房
一
九
九
四
年
・
グ
ル
ー
プ
み
こ
し
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
女
性
政
策
～
政
策
・
講
厩
・
女
性
セ
ン
タ
ー
の
近
未
来
を
探
る
～
」
’
九
九
四
年
・
グ
ル
ー
プ
み
こ
し
『
女
性
政
策
「
指
標
」
研
究
女
性
問
題
職
員
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
一
九
九
六
年
・
行
動
す
る
会
記
録
集
編
集
委
員
会
編
『
行
動
す
る
女
た
ち
が
拓
い
た
道
」
未
来
社
一
九
九
九
年
・国際女性の地位協会編『女性関連法データブック』有斐閣一
九
九
八
年
・
国
際
女
性
の
地
位
協
会
編
「
国
際
女
性
』
｜
二
号
一
九
九
八
年
・
財
団
法
人
奥
泉
女
性
財
団
「
都
民
女
性
の
戦
後
五
○
年
」
ド
メ
ス
出
版
一一一一
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ｊ
ｆ
 
・
搬
旧
耕
一
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
女
性
行
政
」
法
》
ナ
セ
ミ
ナ
ー
五
二
九
号
一
九
九
九
年
・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
男
女
平
等
の
国
際
基
準
報
告
と
資
料
』
’
九
九
八
年
ｊ
ｊ
ｌ
 
・山下泰子「男女平等雅水法・惟巡条例」国際女性一一一号一九
・
北
京
Ｊ
Ａ
Ｃ
『
全
国
の
行
政
（
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
）
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
調
査
報
告
書
』
一
九
・
部
落
解
放
研
究
所
編
『
人
権
条
例
と
ま
ち
づ
く
り
」
解
放
出
版
社
一
九
木
光
教
元
総
務
庁
長
官
に
側
く
」
女
性
展
望
二
○
○
○
年
二
月
号
・
縫
田
咋
子
（
聞
き
手
）
「
本
部
機
織
、
総
理
府
に
設
慨
久
保
田
真
苗
初
代
婦
人
問
題
担
当
室
長
に
聞
く
」
女
性
展
望
二
○
○
○
年
三
月
号
・根森健「男女平等条例を創る」国際女性一二号一九九八年
・
橋
本
ヒ
ロ
子
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
女
性
政
策
の
評
価
指
標
に
関
す
る
試
論
－
１
赫
遊
府
県
指
定
都
市
を
中
心
に
ｌ
」
枇
会
愉
報
論
雌
第
二
号
一
九
九
八
年
・楠本ヒロ子「男女平等雄水洗と国内本部機柵」国際女性一二
九
八
年
号
一
九
九
八
年
Ｌ 
ｌ 
１： 
Ｌ
Ｌ
限
自
治
体
女
性
行
政
の
比
校
研
究
（
大
西
・
江
橋
）
●■● 
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